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「令和２年７月豪雨」の発生からひと月以上経過しました。このたび被災
された皆さま並びにご家族の皆さまに心よりお見舞い申し上げます。 

グリーンコープでは各県のグリーンコープ生協を通じて支援活動に取り組
んでいます。引き続き皆さまの善意をお寄せください。お願いします。 
 

「令和２年７月豪雨災害」 支援募金の受付状況について 

17 号 18 号 19 号 20 号 累計金額 

294,200 円 28,630,200 円 14,269,900 円 8,742,900 円 51,937,200 円 

７月６日～８月１日迄（１７号～２０号）の４週間で「５１，９３７，２００円」となりました。皆さんの

ご厚意に深く感謝し、災害支援活動の中で大切に使わせていただきます。ありがとうございます。 

 

福
岡
県
の
支
援
活
動 

連携するＮＰＯ団体が大牟田市の青果市場を拠点に「おおむた災害サポー

トチーム」を設置され、豪雨災害を受けた家の「お掃除・汚泥の除去、災

害ゴミの運搬」など何でもサポートしていく活動を開始されています。戸

別訪問を通してニーズの掘り起こしも行なわれており、グリーンコープで

はおおむた災害サポートチームの活動サポートとして、被災者訪問持の災

害見舞品としての緑茶や活動時の飲料としてスポーツドリンクをお届けし

ています。被災者からのニーズへの対応は、土砂出し、片付け、物資支援

等、グリーンコープでできる事は連携して対応しています。 

 

 

 

 

 

 

大
分
県
の
支
援
活
動 

グリーンコープおおいたでは、今週「生活応援セット」を６０セット準備

しました。被災された地域の訪問や組合員さんからの情報を元に、お困り

の様子を聞き取り、支援の希望を伺いながら、１件ずつ訪問してお渡しし

ています。生活応援セットや支援物資を被災された方にお渡しした際に「本

当にありがとうございます」ということを言われます。「グリーンコープ組

合員の皆様よりカンパをお預りしています、何かできることがあれば、と

いう組合員の気持ちをお届けさせていただいております。」ということを必

ずお伝えするようにしています。 

 

 

 

令和２年７月豪雨災害支援募金 
 

グリーンコープでは、これまでに

行ってきた災害（震災、水害等）

の支援活動をＨＰ上に掲載してい

ます。スマートフォンのバーコー

ドリーダーな

どのアプリを

使ってＱＲコ

ードを読み込

んでご覧くだ

さい。 

申込番号 
 ０１２ １口２００円 

 ０１３ １口５００円 
●ＯＣＲ申込書の通常申込欄へ口数を記入してください。２桁の数量を

申し込む場合、特別申込欄に、申込番号「０１３」、数量欄に「１０」

と申し込まれると５００円×１０口＝５０００円として受付けます。 

●組合員のみなさまからの救援金(カンパ)は、グリーンコープが責任を

持って取りまとめ、各支援団体とともに被災地域の救援活動などに役

立てます。 

令和２年７月豪雨災害 

支援活動報告と募金のお願い 

↓大牟田市の 

飲料支援の様子 

↓生活応援セットを 

準備しました 
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今後の 

掲載予定 

今週は、熊本県の避難所支援の様子を中心に報告しました。上記のとおり、球磨村はとても被

害が大きくて、支援活動にも力（気持ち）が入ります。来週も引き続き報告の予定です。 

 

熊
本
県
（
全
体
）
の
支
援
活
動 

現在も、芦北町、人吉市、球磨村を中心に、土砂

出し、瓦礫撤去廃棄作業依頼があり、グリーンコ

ープくまもと職員、ワーカーズ職員、組合員を中

心に、重機（バックホー２台）、２ｔダンプ（３

台）、軽ダンプ（２台）、高圧洗浄機（３台）等も

活用し支援活動を行っています。 

また、被災地からのニーズの変化に対応しなが

ら、避難所等への物資支援を行い、在宅被災者で

２階で生活されている方々で食事が作れないと

ころが多く、弁当の要望があり、配食ワーカーズ

パセリと店舗ワーカーズで７月７日から毎日６

０食の弁当配布を開始し、その後のニーズに合わ

せ現在も配布継続しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

球
磨
村
の
状
況 

これまで道路事情により立ち入ることが出来な

かった球磨村には、球磨村から通行許可証を発行

いただいて、現在、村内避難所３ヶ所、村外避難

所１ヶ所の支援に入っています。場所によっては

３階の窓まで水がきているところもあり、被害の

状況が深刻です。被災された方々は、村内だけで

対応することが出来ない事から、他の市町村で村

外避難所も設置され対応されています。避難所に

は昼・夜の弁当が配布されるようになりました

が、健康面から一部の避難所には、牛乳、納豆、

ヨーグルト、漬物等を定期的にお届けしていま

す。また、朝食汁物への食材支援や避難所で炊出

しを開始しました。 

 

球
磨
村
の
支
援
活
動 

球磨村の高齢者福祉センターせせらぎで、組合員による 200 名規模の炊き出しを行っています。コ

ロナ感染拡大の影響もあり、屋外調理となりましたが、せせらぎの管理者のご好意で日陰の中庭を使

用しての開催となりました。食べに来られた方々から大変感謝され、うれしいお言葉をかけてもらい

ました。また、県央東地域本部が持ち込んだファイバーリサイクルの衣装は室内の涼しいホールに展

示して皆さんに大変喜んでいただきました。今後も出来る限り、炊き出しや衣類提供などの支援を継

続していこうと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


